
記者発表（配付）資料 
 

令和８年４月６日 

所属部課 所長 地域調整監（担当） 連絡先 

萩市須佐総合事務所 中村 正弘 平田 敏郎 08387-6-2211 

 

件 名 
“須佐ふれあい花壇”のチューリップが見頃を迎えました！！ 

～須佐地域彩り交流促進事業～ 

 

市では、地域の魅力化を推進するため、令和４年度から、花を活用し交流人口の拡大を図る「地域彩

り交流促進事業」に取り組んでいます。 

須佐地区では、「須佐ふれあい花壇」にチューリップの球根、約１万本分を昨年１２月に植え付けま

した。そのチューリップが開花し見頃を迎えましたのでお知らせします。 

また、４月２０日まで「須佐ふれあい花壇 フォトコンテスト」と題し作品の募集を行っています。

この機会に、ぜひ須佐へお越しいただき、咲き並んだチューリップの花を写真に撮って応募してみませ

んか。 

記 

 

１．募集期間：令和８年４月２０日（月曜日）まで 

       ※応募方法等詳しくは別紙チラシをご覧ください。 

２．主  催：須佐ふれあい花壇の会 会長 大谷
おおたに

 浄二
じょうじ

 （共催：萩市） 

３．そ の 他： 

●植栽面積：約１２５㎡ 

花の種類：チューリップ（約１万本） 白/赤/黄/紫 /ミックスの５色 

●須佐ふれあい花壇の会 

花壇周辺の事業者（須佐郵便局や須佐自動車、須佐おもてなし協会、萩広域シルバー人材セン

ター須佐出張所など）や個人等で構成されている任意団体。会員２０名。花壇の整備やチューリ

ップの生育管理等を受託。 

●現在の状況（4/3 時点） 

色 数 状況 

赤色 約 2,000 本 開花 

白色 約 2,000 本 開花 

黄色 約 2,000 本 つぼみ・一部開花 

紫色 約 2,000 本 つぼみ・一部開花 

ミックス 約 2,000 本  

合計 約 10,000 本  

 

 

●「須佐ふれあい花壇 フォトコンテスト」表彰式 

 わくわくフェスタの中で「須佐ふれあい花壇 フォトコンテスト」の表彰式を開催します。 

 日時：令和８年５月３日（日）１０時～１０時３０分 

 場所：ＪＲ須佐駅前広場 

 ※受賞者には豪華賞品を贈呈予定です。 



「須佐ふれあい花壇に咲いた”チューリップ”が写った風景」

ゴールド賞・・・１点（１万円分賞品）

シルバー賞・・・２点（８千円分賞品）

ブロンズ賞・・・３点（５千円分賞品）

ふれあい花壇の賞・・・４点（３千円分賞品）

下記のＱＲコードまたは応募ページから、必要事項を入力し応募。

● どなたでも応募できますが、応募作品は一人３点までとします。（入賞は一人１点です）

●

●

●

● すべての応募作品は、地域内各所で展示する予定です。

● 公序良俗を害する恐れがあるのもは応募できません。

● 応募条件に違反した場合は、入賞を取り消す場合があります。

● 入賞発表、作品展や広報媒体等に使用する作品には、撮影者の氏名を明記させていただきます。

● お寄せ頂いた個人情報は、応募者への通知および入賞作品の発表（展示）のみに使用します。

● 写真撮影の際にチューリップの採取等はしないでください。

令和８年４月２０日（月）まで

須佐ふれあい花壇の会会員他

令和８年４月下旬。入賞者にはメールでご連絡いたします。

５月３日（日）ＪＲ須佐駅前で行われる「わくわくフェスタ」において表彰式を予定。

萩市須佐総合事務所

〒759-3411　萩市大字須佐4570番地5　℡08387-6-2211

https://logoform.jp/form/k4tS/1466207

主催/須佐ふれあい花壇の会　共催/萩市

　下記のテーマで作品を募集します。作品規定や応募条件をお読みになり、ご承諾のうえお申し込みくださ
い。多数の応募をお待ちしています。

応募作品は、未発表のものに限ります。カラー・モノクロを問わず、撮影機材は問いません。画像
データはJPGまたはPNG形式のみです。

作品サイズの目安は、約2MB以上5MB以下とします。1440×1080ピクセル～4300×3000ピ
クセルを推奨します。解像度は200～300dpiが目安です。
※画像の加工について、トリミング、明るさや全体の色調整は認めますが、合成や組み写真、消去な
どの加工は不可とします。

応募作品の著作権は撮影者に帰属しますが、応募作品は主催者が無償で使用させていただきます。ま
た、作品に人物が入る場合は、ご本人に承諾を得たうえでご応募ください。主催者は、肖像権侵害等
の責任は負いません。

テーマ

賞

応募方法

応募上の注意

応募締切

審 査

発 表

表 彰

応募用QRコード

お問合せ

応募用URL



記者発表（配付）資料 

令和 ８年 ４月 ６日 

所属部課 所 長 調 整 監 担  当 連絡先 

川上総合事務所 

産業振興部門 
村田 卓二 藤井 從寛 藤田 和博 0838-54-2121 

 

件  名 萩阿武川温泉ふれあい会館利用客３００万人達成セレモニー 

 

平成５年４月に、萩阿武川温泉ふれあい会館を建設して以来、利用客が３００万人に達成すること

を記念しセレモニーを開催しますので、お知らせいたします。また、利用客の皆様への感謝の意を表

するとともに、今後一層のご愛顧をお願いするため、その節目となる利用客に記念品を贈呈し、萩阿

武川温泉のさらなる周知を図ります。 

１ 日 時  

令和８年４月 19 日（日）午後１時から 

２ 場 所 

  萩市川上４８９２番地１  萩阿武川温泉ふれあい会館ロビー 

３ 主 催 

  萩市 

４ 萩阿武川温泉ふれあい会館について 

  平成 2年 8月より「ふるさと創生事業」として温泉源の開発試掘に着手し、地域づくり推進事業

として本掘削を進めてまいりました。 

その結果、平成 3 年 7 月末、地下 1,000 メートル地点において水温 34.7 度の自噴温泉の湧出に

成功いたしました。 

この成果を活かし、平成 4 年 10 月には「農業農村活性化農業構造改善事業」として、農村資源

の活用および都市と農村の交流促進を総合的に推進するため、「萩阿武川温泉ふれあい会館」を建

設いたしました。 

さらに、露天風呂の整備、周辺景観の修景、レストランや農林産物直売所、公園の整備を順次進

め、多方面から訪れる利用者を迎えられる体制を整えております。 

当温泉は、pH値 9.50のアルカリ性単純温泉で、毎分 49.0リットルが自噴しております。豊富な

湯量と泉質の良さが口コミで広がり、利用者数は最も多い時期で月15,000人、現在でも月平均5,000

人にご利用いただいております。源泉温度は 31.5 度で、加熱のみを行い、各浴槽および露天風呂

へ供給しております。 

利用料金は、おとな 550 円、こども 250 円、乳幼児 100 円です。開設以来、「萩阿武川温泉ふれ

あい会館」は地域の憩いと癒しの場として親しまれ、地域交流の拠点として重要な役割を果たして

おります。 

 

 

 

 

 



 

参考  

利用者の経過   平成 ５年 ４月 ふれあい会館開設 

平成 ８年１２月 利用客 ５０万人達成 開設後 ３年 

         平成１２年 ９月 利用客１００万人達成 開設後 ７年 

         平成１６年 ９月 利用客１５０万人達成 開設後１１年 

         平成２２年 ２月 利用客２００万人達成 開設後１７年 

         令和 ８年 ４月 利用客３００万人達成 開設後３３年 



記者発表（配付）資料 
令和８年４月６日 

所属部課 部 長 館  長 担  当 連絡先 

萩市商工観光部 

萩博物館 
藤原章雄 大槻洋二 道迫真吾（統括学芸員） 0838-25-6447 

 

件  名 『萩博物館調査研究報告』第２１号の発行について 

 

萩博物館は、毎年、学芸職員の調査・研究活動の成果を市民などに広く還元するため、

『萩博物館調査研究報告』を発行しています。このほど、第２１号を発行しましたので、お

知らせいたします。 

 

１．書籍名：萩博物館調査研究報告第２１号（ISSN1880- 7992） 

 

２．内 容 

【自然科学】  

〇萩を含む山口県日本海沿岸における 2004年以降 20年間のタカラガイ科貝類の採集記録:

―その 3:2014～2016年の記録 

執筆者：堀成夫・粟屋眞明・伊藤治美・植木功子・小野哲志・角村邦江・末永美智子・

西村重代・吹上修身・山本憲二・景由武彦・東峯-川原康寛・伊藤靖子 

※堀成夫・東峯-川原康寛・伊藤靖子以外の方は、非特定営利活動法人ＮＰＯ

萩まちじゅう博物館「自然おたから班」の班員 

概 要：萩市を含む山口県日本海沿岸で、暖流の影響を示す指標とされる巻貝の仲間 

であるタカラガイ類の採集・分類・集計を 2004年から 20年間続け、数回にわ

たり報告してきたが、今回は第３弾として 2014～2016 年の結果を報告する。

期間中、新たに 2 種類が初めて確認され、過去に一度のみ出現した 2 種類が

再び採集された。また、複数の種類で個体数の増減が顕著にみられ、海水温上

昇など環境変化の影響が示唆された。 

 

〇山口県萩市における二ホンアシカの古記録 

執筆者：東峯-川原康寛 

概  要：ニホンアシカは 1975年以降の生息情報がなく、現在では絶滅したとも考えら

れている。かつては山口県にも分布したとされるが、その記録は限定的である。

この度、当館所蔵の歴史資料から萩市における本種の記録が発見されたので、

本稿にて報告した。 

 

【人文科学】  

〇【覚書】楠木正成と桂小五郎 

執筆者：一坂太郎 

概  要：幕末になり、鎌倉末期、後醍醐天皇に忠節を尽くしたとされる楠木正成が、ク

ローズアップされる。それを急進的な攘夷運動のシンボルとして政策に取り

込んだのは長州藩だった。しかも中心人物の桂小五郎（木戸孝允）は正成の子



孫だった。近代史の中での正成信仰を振り返る。 

 

〇明木瀧口家資料の目録と分類 

執筆者：平岡崇 

概 要：明木村の大庄屋をつとめた瀧口家の文書資料を紹介する論考。紹介する古文 

書の大部分が、貴族院議員と衆議院議員を歴任した瀧口吉良（たきぐち・よし

なが）に関連するものである。瀧口吉良の議員時代の日誌「あずま日誌」の一

群は、当時の貴族院議員の実情を知るうえで格好の資料といえる。そのほか瀧

口吉良自身の写真や、関係する著名人の写真が含まれる貴重な資料である。 

 

３．編集・発行： 萩博物館 

 

４．価格： １，３００円（ 税込） ※ 萩博物館ミュージアムショップにて販売 

 

５．発行日： 令和８年（２０２６）３月２７日 

 

６．仕様： Ａ４判、４２ページ、２５０部 

 

※報告書については、部数に限りがあるため、記者クラブ室に閲覧用を置いています。 



夏みかんの収穫風景の古写真 

 
 

記者発表（配付）資料 
令和 8 年 4月 7 日 

所属部課 部長 課長 課長補佐 係長 担当 連絡先 

萩市商工観光部 

まちじゅう博物館推進課 
藤原 章雄 大槻 洋二 吉屋 満 伊藤 智美 吉村 星奈 0838-25-3290 

 

平安古かいまがり交流館において「写真展×
かける

萩人形展～萩の町並みと夏みかん～」を下

記のとおり開催しますので、お知らせします。展示では、萩の町並みを古写真で紹介し、

萩人形で夏みかんの収穫風景を再現しています。 

平安古かいまがり交流館は平安古鍵曲
かいまがり

と夏みかんの風景、かんきつ公園などのスポット

にも近く、初夏の萩を感じるまち歩きの拠点となっています。 

記 

１．開催期間 令和 8 年 4 月 23 日（木）～5 月 25 日（月） ※水曜日は休館日 

      午前 9 時～午後 5 時 

２．開催場所 平安古かいまがり交流館（萩市平安古町 145 番地 1） 

３．展示内容 細やかな手作業で生み出された可愛らしい萩人形とともに、懐かしい萩の風景の古

写真をお楽しみいただけます。 

＊「萩人形」は、萩の自然、文化、歴史をテーマに生まれた高さ 12 ㎝の日本人形です。

針金、綿、布を用い、ボディー、着物、小道具まで全て手作りにより制作されています。 

４．入 館 料 無料 

５．主  催 平安古町内会 

６．協    力 写真展：NPO 萩まちじゅう博物館 古写真班 

萩人形：岡野
お か の

 芳子
よ し こ

（日本手工芸指導協会師範）、萩人形の会、萩人形令和会 

７．そ の 他 展示の会期中には近隣のかんきつ公園・旧田中別邸において「萩・夏みかんまつり」

も開催（5 月 9 日、10 日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

件  名 「写真展×萩人形展～萩の町並みと夏みかん～」の開催について 

萩人形の一例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記者発表（配付）資料 

令和８年４月７日 

所属部課 所  長 調整監 担 当 連絡先 

萩市川上総合事務所 

産業振興部門 
村田 卓二 藤井 從寛 藤田 和博 0838-54-2121 

件  名 

萩の象徴である萩夏みかん経済栽培１５０年記念して 

萩阿武川温泉「夏みかん湯」の実施について 

萩阿武川温泉において「夏みかん湯」を実施いたします。これは、萩の象徴である夏みかんが

経済栽培として始まってから 150年という節目の年を迎えることを記念して実施するものです。 

夏みかんは、萩の風土と歴史を象徴する果実であり、地域の産業や文化の発展に大きく寄与

してきました。こうした歴史的背景を改めて市内外に発信するとともに、地域資源を活かした魅力

づくりを進めることを目的としています。 

萩ならではの香り豊かな夏みかんをふんだんに使用した特別な温泉体験を通じて、多くの皆さ

まに萩の魅力を再発見していただければ幸いです 

1．イベント日程   令和８年４月 19日（日）・26日（日） 

５月３日（日）・10日（日）・17日（日） 午前 10 時～午後８時 

２．イベント内容  萩阿武川温泉にある、露天風呂（男女）２か所に、夏みかんを浮かべ、香り

を楽しんでいただく。  

３．効能・効果 リモネンという香り成分が湯に溶け込み、爽やかな香りでリラックス効果が

期待できます。また、血行を促進し、体の芯からぽかぽかとなり、保湿効果

でお肌もしっとりすべすべになるなどの効能があります。 

４．実施主体   萩阿武川温泉ふれあい会館 

５．協  力 川上総合事務所・（一社）萩市観光協会・農政課 

６．内覧会【取材対応】 令和８年４月 13日（月）午前 9時 15分～午前 9時 45分 



記者発表（配付）資料 
                   令和８年４月８日 

所属部課 部   長 課  長 課 長 補 佐 担  当 連 絡 先 

萩市商工観光部観光政策課 藤原 章雄 中村 浩二 中西 渚 後藤 優気 0838-25-3644 

 

件  名 【募集】椿再生保護作業のための市民ボランティア 

 

 明治以後、薪炭としての伐採を繰り返した歴史的背景と、昭和４５年の再発見後の整備と保護

により、全国有数の自生高密度の笠山ヤブツバキ群生林が誕生しました。 

年月が経過し、その間の成長により、著しい樹勢の衰えを招いたことから、計画的に幹を伐採

し、発芽による再生活動に取り組んでいます。 

 このたび、この椿再生保護作業の、市民ボランティアを募集します。 

 本募集について、広く周知にご協力いただきますとともに作業当日はぜひご取材いただきます

ようお願いします。 
 

１．内 容  萌芽再生株の保護作業（コモ巻き作業） 

       伐採された切り株の菰（コモ）巻きにより樹皮の保護を図ります 

 

２．日 時  令和８年４月１８日（土）午前９時３０分～正午予定 

       （荒天時：４月１９日（日）午前９時３０分～） 

 

３．場 所  笠山椿群生林内（別図のとおり） 

 

４. 締め切り 令和８年４月１５日（水）午後５時１５分まで 

 

５．定 員  ５０名程度 

 

６．申込先  萩市観光政策課へ電話申込（電話番号０８３８－２５－３６４４） 

        申込受付時間：８：３０～１７：１５（平日のみ） 

       ・申込の際、名前と緊急連絡用の電話番号をお伝えください。 

・作業当日は足元が岩場のため、作業できる服装と履物でお願いします。 

・マスク、手袋、麻ヒモを切るためのハサミを持参してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



会場の位置図 

 

 

再生試験地 

（保護作業） 

受付 

 



記者発表（配付）資料 
令和 8年 4月 10日 

所属部課 館長 担 当 連絡先 

明木図書館 山本 秀美 市原 浩佳 0838-55-0314 

 

明木図書館は、平成２８年４月に明木小学校・旭中学校に併設されて移転・新築となり、今年で 

１０周年を迎えます。 

つきましては、１０周年特別イベントとして下記のとおり、ジョイントネット萩「草の芽」の皆さ

んによる「影絵」を開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

１．日 時  令和８年４月２２日（水） 午前１０時３０分～１１時１０分 

 

２．場 所  萩市立明木図書館（山口県萩市大字明木 3039番地） 

 

３．内 容  影絵「身代り地蔵さま」、「ねずみきょう」 

 

４．対 象  どなたでも 

 

 

■ジョイントネット萩「草の芽」について 

正式名称 … お話しの出前 ジョイントネット萩「草の芽」 

通  称 … ジョイネット萩「草の芽」 

市内小学校で活動する各読み聞かせグループ（椿東小すずかけ、明倫小きらら、椿西小本読み姫な

ど）・影絵グループ「べっぴんしゃん」・ストーリーテリングの会「やまんば」・人形劇グループ「わ

らべ」やその他、個人で活動されているお話ボランティアの集まり。 

 

 

■明木図書館の沿革 

1代目 明治３９年１１月 明木尋常高等小学校内に、日本最古の村立図書館として発足 

           日露戦争記念として村会で開設を決議。滝口吉良翁の尽力により創立。 

2代目 昭和３年８月 読書組合による活動や滝口吉良翁の寄附と蔵書の寄贈により、新館竣工。 

3代目 昭和３２年３月 創立５０周年を記念して建設した新館が落成。 

4代目 平成２８年 4月 明木小学校・旭中学校新設に伴い移転・新築。 

 

件  名 
明木図書館 １０周年特別イベント 

ジョイントネット萩「草の芽」の皆さんによる「影絵」開催 



■明木図書館のコンセプト「～明治時代から未来へ、子どもたちの夢をつなぐ〜」 

 

 

■めざす図書館  

村立図書館として建てられた図書館では、現存する日本最古の図書館。その歴史ある明木図書館の

名を後世に伝え、資料を保存活用し、次世代に伝える使命を担う。 

 また、学校図書館と一体化することで、地域のコミュニティーの場として、子どもからお年寄りま 

で世代を超えた交流を行い、「地域に学び、地域を愛する、ふるさと学習の拠点」となる学校づくり 

を支援する。 


